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事故時の BWR 格納容器（PCV）内で発生する酸素、水素を触媒により再結合して処理する BWR 用 PCV 内

設置 PAR の開発を行っている。事故時環境における新型 PAR の性能評価試験を実施し、新型 PAR の性能評

価式を構築した。 

キーワード：酸素，水素，格納容器, 再結合反応, 触媒, 疎水処理 

 

1. 緒言 静的触媒式水素再結合器(PAR)は、水の放射線分解で生じる酸素を触媒により再結合し可燃限界未

満を維持する機器であり PWR 格納容器内に実装され、PCV への適応検討も行われている［１］。これまでの開

発にて PAR の PCV 適応性が高いと判断した開発触媒［２］を用い、新型 PAR を模擬した反応容器（図 1）によ

り実機で想定される代表条件での性能評価試験を実施した。 

2. 試験・結果 様々な事故シナリ

オから想定される温度、圧力、ガス

組成から、代表的な条件を選定し

（図 2）、開発触媒の性能評価試験

を実施し、酸素処理率を評価した

（図 3）。PAR 起動時を模擬した低

流速条件では、酸素処理率は 0.5-0.7

の範囲であった。ヨウ素等の被毒が

ない開発触媒は問題なく起動する

ことが示唆された。また、中・高流速域の通常運転条件では、概ね酸

素処理率が 0.2 前後であった。酸素処理率に対する各種パラメータの

影響を整理し、酸素処理率を予測する性能評価式を構築した。 

3. 結論 性能評価式を構築することにより、被毒なしの実機想定環

境における PAR の酸素処理性能の予測が可能となった。今後、被毒

なし時の PAR 設置台数による酸素処理速度への影響評価を行う。 
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